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１　趣旨・目的 

•  和歌山県下の労働者数50人未満の事業場を含 
む事業場を対象に、過重労働による健康障害防 
止対策の取り組み状況などについて明らかにし、 
今後の過重労働による健康障害防止対策に資 
することを目的とする。 

•  愛知産業保健推進センター（2005）：50名以上の 
445事業場（以下、愛知） 

•  東京労働局（2005）：300人以上の1071社（以下、 
東京）



２　方法 

•  和歌山産業保健推進センターに登録されている 
551事業場に対して、質問紙によるアンケート調 
査を郵送法で行った（有効回答数は245件）。 

44.5 245 551 計 

26.7 92 344 大規模（100人以上） 

85.8 91 106 
中規模（50人から 
100人未満） 

61.4 62 101 小規模（50人未満） 

回収率（％） 回収数 発送数 規模



２　方法 

•  アンケートの内容は、 
8領域23問であった 

Ⅰ 事業場について 

Ⅱ 過重労働による健康 

障害防止対策の認知 
度 

Ⅲ 労働時間の把握状 

況 

Ⅳ 過重労働の有無 

Ⅴ 過重労働に対する健 

康管理 

Ⅵ 過重労働に対する措 

置の実施 

Ⅶ 過重労働に関連する 

健康障害発生につい 
ての認識 

Ⅷ 時間外・休日労働の 

削減



過重労働による健康障害防止の　
ための総合対策の認知度 
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事業場が従業員の勤務時間を把握 
する方法 
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過去6か月間に月45時間以上の時間 
外・休日労働の従業員がいる事業場 
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過重労働の基準として、1か月に 
100時間または2～6か月間に平均 
80時間超を採用している事業場 
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産業医等医師による面接指導を　
実施する制度がある事業場 
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過重労働による健康障害の予防に 
対する具体的な措置を講じた事業場 
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過重労働による健康障害の予防に 
対する具体的な措置 
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労働時間の的確な把握 

定期健康診断の実施 

休暇の積極的な取得 

時間外・休日労働の削減 

産業医等の指導助言 

面接で保健指導の実施 

助成制度などの活用 

その他 
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過重労働に関連する健康障害発生 
が懸念される事業場 
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時間外・休日労働削減のための　
取り組みを行った事業場 
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４　まとめ 

•  不十分な点もあるが、小規模事業場であっ 
ても医師等による面談指導は既に導入さ 
れ、和歌山県においても過重労働による 
健康障害防止対策が進みつつあることが 
明らかになった。



ご清聴ありがとうございました


